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近
世
怪
異
小
説
と
仏
書
・

そ
の

ー
ー
殺
生
の
現
報
を
め
ぐ
っ
て

t是

邦

彦

は
じ
め
に

仏
教
説
話
の
全
盛
を
中
世
以
前
と
み
る
こ
と
は
、
今
日
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
期
の
仏
教
文
化
は
宗
教
倫
理
の
面
ば
か

り
で
は
な
く
、
社
会
的
、
政
治
的
に
も
人
々
の
一
生
を
支
配
し
て
い
た
。

そ
う
し
た
時
代
精
神
の
も
と
に
『
発
心
集
口
勺
沙
石
集
』
な
ど
の

説
話
集
が
編
ま
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
多
言
を
要
す
ま
い
。

も
っ
と
も
、
徳
川
期
に
至
っ
て
そ
の
よ
う
な
仏
教
説
話
の
命
脈
が
す
っ
か
り
跡
絶
え
で
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
質
的
な
問

題
は
さ
て
お
き
、
数
の
上
で
は
中
世
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
種
類
の
談
義
書
、
説
法
台
本
、
仏
典
俗
解
、
往
生
伝
等
が
出
版
文
化
の
発
達
に
と

も
な
っ
て
陸
続
と
上
梓
さ
れ
、
大
量
に
出
回
っ
た
の
で
あ
る
（
1
）

0

貞
享
三
年
刊
勺
合
類
大
因
縁
集
【
コ
（
『
説
法
因
縁
集
「
コ
）
や
元
禄
六
年
刊
『
鎮

石
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
仏
教
説
話
の
編
述
が
文
学
史
三
畏
舞
台
で
行
な
わ
れ
、
板
本
と
な
っ
て
民
聞
に
ひ
ろ
ま
っ
た
こ
と
ほ
疑
い
も
な
い
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事
実
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ら
通
俗
仏
書
は
文
学
作
品
の
成
立
と
ど
の
よ
う
に
交
絡
す
る
の
か
。
あ
る
い
は
ま
た
、
文
学
史
に
い
か
な
る
位
置
付
け

を
占
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
巷
間
に
流
布
し
た
仏
書
や
そ
の
所
載
説
話
を
引
証
と
す
る
説
法
僧
の
談
義
が
小
説
作
者
の
身
近
な
素
材
源
と
な

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
思
え
ば
、
近
世
仏
教
説
話
の
存
在
に
は
看
過
し
得
ぬ
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
読
本
発
生
に
果

し
た
長
編
仏
教
説
話
の
意
義
に
言
及
し
た
中
村
幸
彦
氏
（
2
）、

近
世
に
お
け
る
仏
教
説
話
の
展
開
を
概
観
し
た
日
士
昭
雄
氏
（
3
）
ら
の
考
究
は

示
唆
に
と
む
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
先
駆
的
研
究
の
成
果
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
個
々
の
相
関
と
な
る
と
未
だ
十
分

な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
と
り
わ
け
怪
異
小
説
の
分
野
で
は
、
諸
書
に
散
見
す
る
因
果
語
、
因
縁
語
、
霊
験
請
が
当

代
絡
流
の
伝
道
弘
法
活
動
に
か
か
わ
り
を
も
っ
と
み
ら
れ
る
だ
け
に
（
4

）、

素
材
面
で
の
比
較
調
査
が
い
そ
が
れ
る
。

以
上
の
見
地
に
も
と
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づ
き
、
本
稿
で
は
、

ひ
と
ま
ず
殺
生
を
テ

l
マ
と
す
る
説
話
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
管
見
に
入
っ
た
怪
異
請
と
通
俗
仏
書
の
類
紋
性
お
よ
び
相

違
点
を
参
看
し
て
み
た
い
。

一
、
類
縁
性
と
差
異

近
世
怪
異
小
説
、
な
か
ん
ず
く
『
因
果
物
語
』
（
鈴
木
正
三
の
法
語
を
あ
つ
め
た
片
仮
名
木
寛
文
元
年
刊
、
浅
井
了
定
一
耐
平
仮
名
本
寛
文
年

問
刊
）
や
可
善
悪
報
は
な
し
』
（
元
禄
十
年
以
前
刊
）
の
よ
う
な
仏
教
臭
の
濃
い
初
期
の
諸
作
が
、

一
様
に
説
話
の
真
活
性
に
拘
泥
し
、
事
件

の
日
時
、
年
号
、
場
所
、
見
問
者
ら
の
所
在
を
克
明
に
し
る
し
て
一
話
の
実
在
感
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
つ
と
め
た
こ
と
は
、
た
し
か
に
極
立

つ
特
色
と
み
て
よ
い
。
だ
が
、
考
え
て
み
れ
ば
、
か
か
る
叙
述
形
式
は
何
も
怪
異
小
説
に
は
じ
主
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
試
み
に
、
仏
教

怪
異
語
の
源
泉
と
な
っ
た
唱
導
説
法
書
に
遡
上
す
る
な
ら
、
哨
の
証
拠
正
し
き
こ
と
を
説
話
の
生
命
と
す
る
様
々
な
話
材
に
い
く
ら
も
行
き



当
た
る
か
ら
で
あ
る

2
2
そ
れ
ば
か
り
か
、
そ
こ
に
は
純
粋
な
宗
教
的
使
命
感
か
ら
都
部
の
巷
に
起
こ
っ
た
怪
奇
な
例
話
を
も
の
が
た
り
、

民
衆
の
信
仰
心
に
訴
え
て
仏
法
宣
揚
の
使
に
せ
ん
と
す
る
明
確
な
目
的
意
識
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
怪
異
小
説
に
み
ら
れ
る
事
実

性
の
尊
重
が
、
正
三
法
語
を
筆
録
し
た
片
仮
名
本
『
因
果
物
語
』
の
ご
と
き
事
例
（
6
）
を
除
け
ば
、
総
じ
て
宗
教
上
の
動
機
と
は
無
縁
な
文
飾

に
す
ぎ
な
い
の
に
比
べ
（
7
）
、
明
ら
か
に
異
な
る
性
質
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

一、

一
一
を
例
示
す
る
と
、
浄
慧
撰
『
地
蔵
主
口
薩
利
益
集
』
（
元

禄
四
序
、
安
永
九
刊
）
の
序
文
に
み
え
る
左
の
言
辞
に
は
、
説
話
蒐
集
に
至
っ
た
動
機
と
編
述
へ
の
熱
意
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

過
に
し
卯
の
と
し
（
筆
青
注
・
貞
子
四
）
予
、
地
蔵
菩
薩
の
利
生
記
六
巻
を
撰
ず
。
時
に
和
漢
古
今
の
霊
験
を
も
と
む
る
に
、
は
な
は
だ

こ

び

得
や
す
か
ら
、
ず
。
そ
れ
よ
リ
こ
の
か
た
部
部
の
感
臆
の
目
に
ふ
れ
耳
に
入
も
の
、
演
の
真
砂
の
う
づ
ノ
＼
に
、
碩
の
海
の
か
ハ
く
ま
も

な
し
。
そ
の
問
わ
づ
か
に
数
年
に
し
て
、
か
く
霊
瑞
の
お
ふ
き
事
ハ
な
ん
ぞ
や
。
こ
れ
あ
に
地
蔵
菩
薩
末
法
当
化
の
時
い
た
り
、
有
縁

の
男
女
坂
依
得
益
の
機
う
め
る
に
お
ら
ず
や
ο

（
略
）
主
っ
て
今
、
見
聞
に
随
て
し
る
し
を
け
る
感
臆
を
あ
ら
ハ
し
て
、
は
や
く
世
に
行

つ
い
で

ハ
ん
と
す
。
故
に
僧
俗
を
序
ず
、
十
日
今
を
選
ず
、
記
の
ま
〉
に
梓
に
ち
り
ば
む
。
な
を
又
ふ
か
く
は
メ
か
り
あ
り
て
、
載
ざ
る
あ
り
。

つ
ん
で

い
と
ま
あ
ら
ず
し
て
、
主
づ
筆
を
さ
し
お
く
あ
り
。
わ
づ
か
に
積
五
巻
と
成
る
。
名
て
地
蔵
菩
薩
利
益
集
と
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或
ハ
た
し
か
に
き
く
に
、

い
ふ
。

瓦
禄
四
辛
末
年
七
月
沙
門
捗
陸
浄
慧
謹
序

安
永
庚
子
再
行

浪
華
僧

竹
山
品
謹
校

助
功
浄
財
施
主
某
氏

（
国
会
図
書
館
蔵
の
安
永
九
年
版
に
よ
る
。
句
読
点
筆
者
、
以
下
同
）

ま
た
、
説
法
僧
が
布
教
の
た
め
の
証
拠
正
し
き
話
材
を
俗
聞
に
求
め
た
こ
と
は



釘
ν
支
持
名
之
限
於
一
一
華
洛
辺
齢
同
一
尋
二
之
干
道
俗
一
同
一
一
之
干
男
女
一
愁
治
尖
、

記
名
一
一
裕
’
日
往
生
伝
一

下

ル

コ

ト

ヲ

ヲ

士
仁
l
J
L
L
F
J

二、

r
す了一、、

山
い
＼

1
7
J
1は
レ
バ
プ
二
．
1
弓
寸
テ
一

市
不
v
一
蹴
二
不
敏
一
是
即
無
断
無
惚
之
廿
甘
い
也
、

以
一
一
丈
塁
之
拙
一
勿
ν
廃
↓
一
事
実
一

（
後
略
）

子
時
一
冗
禄
一
冗
成
長
問
肱
月
中
治

治
防
壬
生
安
養
庵
沙
門
了
智
記

ノト一、｛勺、

称
仏
ノ
暇
ヲ
窮
ヒ
、

予
泊二

官‘

見
ノ

及
フ

所i

（
元
禄
二
年
刊
＝
絡
白
往
生
伝
巳
序
文
、
口
近
世
往
生
伝
集
成
に
一

4

ク

L

，
、
い
一
ロ
ヒ
ト
リ
ア
で
メ
シ
ル

3

見
ニ
随
ヒ
間
ニ
任
セ
一
ア
、
粗
1
拾
取
集
、
記
メ
四
聖
念
仏
話
勧
記
ト
名
ケ

一
に
よ
る
）

洛
陽
壬
生
安
養
庵
沙
問
了
智
記

- 50 -

子
時
元
禄
玉
壬
申
暦
中
秋
下
滑

（
元
禄
六
年
刊
『
四
聖
念
仏
讃
勧
記
』
序
文
、
屯
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
）

世
ニ
和
漢
因
縁
ノ
書
、
版
行
多
ク
流
布
ス
ト
イ
ヘ
共
、
中
興
ノ
因
縁
マ
レ
ナ
リ
c

今
予
カ
集
ル
所
ノ
新
因
縁
先
ハ
、
部
品
行
脚
ノ
ツ
イ

デ
ニ
見
聞
シ
テ
、

タ
シ
カ
ナ
ル
因
縁
ヲ
ヱ
ラ
ミ
テ
、
之
ヲ
梓
行
ス

（
宝
暦
四
序
践
・
安
永
六
刊
、
蓮
盛
編
口
ぃ
勧
化
本
朝
新
因
縁
集
』
巻
頭
、
古
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
）

の
ご
と
く
、
あ
ち
こ
ち
に
見
受
け
ら
れ
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
要
す
る
に
、
仏
書
に
お
け
る
「
証
拠
正
し
き
こ
と
L

の
標
袴
は
、
あ
く

ま
で
も
衆
生
教
化
を
本
来
の
目
的
と
す
る
方
便
な
の
で
あ
っ
て
、

そ
う
し
た
唱
導
性
を
後
退
さ
せ
、
怪
異
を
語
る
た
め
の
一
形
式
に
転
じ
た

と
こ
ろ
に
仏
教
怪
異
語
の
ス
タ
イ
ル
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。



さ
て
、
怪
異
小
説
と
仏
書
が
、
こ
の
よ
う
に
、
表
面
上
は
類
縁
性
を
示
し
な
が
ら
も
、
じ
つ
は
説
話
の
基
本
的
姿
勢
を
異
に
し
て
い
る
こ

と
は
、
同
一
素
材
の
叙
述
方
法
に
認
め
ら
れ
る
両
者
の
相
違
に
関
し
て
も
う
か
が
え
る
。
享
保
十
一
年
板
『
諸
仏
感
応
見
好
書
』
を
視
座
と

し
て
、
こ
の
点
を
詳
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。
『
見
好
書
』
上
下
二
冊
は
漢
文
体
の
仏
教
説
話
集
で
、
宝
永

t
享
保
頃
の
実
見
詰
を
多
く
あ
つ
め

j

y

y

一一

て
い
る
。
編
者
は
査
岐
の
僧
猷
山
（
8

）
で
あ
る
。
序
文
に
記
し
た
「
元
禄
元
年
夏
入
解
予
示
一
一
戒
子
一
一
ご
を
信
ず
れ
ば
、
そ
の
活
動
時
期

テ

ニ

ク

ヲ

は
お
よ
そ
元
禄
前
後
か
ら
享
保
頃
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
本
文
中
に
「
予
武
州
於
一
三
郷
半
領
一
説
v
法
瑚
」
（
下
巻
「
週
一
一
古
人
一
）
、

ス

ル

ニ

ス

ヲ

「
予
関
東
修
行
之
比
托
鉢
」
（
同
「
珂
v
僧
」
）
と
あ
っ
て
、
関
東
方
面
に
廻
国
説
法
の
経
験
を
持
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ひ
ろ
く
諸
国
の

因
縁
を
採
取
し
た
な
か
に
あ
っ
て

こ
と
に
東
国
の
話
が
目
に
付
く
の
は
そ
の
た
め
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
上
巻
に
「
浄
土
宗
開
祖
」
（
法
然

伝
）
な
る
項
目
を
加
え
た
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
浄
土
宗
系
統
の
談
義
的
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
内
容
面
で
は
、

全
般
に
因
果
応
報
思
想
の
投
影

.J1 -

が
み
え
、
民
間
信
仰
の
実
態
が
う
か
が
え
る
「
観
音
利
益
L

（
上
巻
）
や
堕
獄
と
救
済
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
、
地
蔵
説
話
数
条
（
下
巻
）
等
、
留

意
す
べ
き
話
題
が
多
い
が
、
と
り
わ
け
こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
下
巻
に
収
め
る
一
群
の
殺
生
現
報
語
（
「
殺
v
鶏
報
し
「
殺
v
猪
報
L

「殺一一座

ヲ

ル

ノ

頭
一
生
v
子
」
な
ど
）
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
ひ
と
つ
「
人
成
v
牛
」
を
全
文
掲
出
す
る
。

ニ

り

シ

ヲ

テ

ヲ

ス

ス

ハ

ヲ

ノ

肥
州
松
浦
内
有
一
一
商
人
一
多
年
殺
v
牛
貰
v
肉
活
命
殺
一
一
牛
馬
一
第
一
罪
也
、

ノ

Y

ノ

ヘ

メ

ス

ノ

ト

ハ

、

ン

h

H

J

了
リ

此
者
老
後
病
痛
牛
聾
死
、
京
都
戸
羽
牛
二
匹
引
者
、
子
午

毛
黒
、

ノ

リ

ム

ニ

ヲ

腹
下
白
毛
有
一
一
文
字
一
僧
讃
v
之、

松
浦
某
文
字
也
、

松
浦
者
参
宮
瑚
見
、

ス

ヲ

フ

シ

↓

殺
v
牛
日
ν
某、

二

、

ン

レ

誠
因
果
難
v
遁、

ノ

ニ

二

、

ン

モ

ス

此
故
今
禁
一
一
殺
v

牛
業
一
又
食
v
之
幾
程
保
v

命、

夕

、

リ

ノ

7

y

ヲ

ナ

ラ

ン

唯

白
v
天
所
v
m
〈
食
一
一
五
穀
一
可
乎

東
洋
大
学
図
書
館
蔵
本
に
よ
る

牛
に
転
生
し
た
屠
夫
の
名
が
牛
腹
に
浮
か
ぶ
と
い
う
話
は
、

現
報
お
そ
る
べ
き
こ
と
を
説
く
の
に
適
し
た
話
柄
で
あ
っ
た
と
み
え

見



好
書
』
の
み
な
ら
ず
諸
仏
書
に
類
型
を
見
出
し
得
る
。
他
方
、

正
三
の
片
仮
名
本
『
因
果
物
語
』
に
お
い
て
も
同
様
の
説
話
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
は
、
説
法
談
義
の
場
に
直
結
し
た
片
仮
名
本
の
性
格
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
て
興
味
深
い
。
と
く
に
関
連
性
の
強
い
も
の
を
抽
出
し
て

み
よ
う
。
ク

ヤ

ウ

シ

ウ

ウ

シ

ユ

ク

キ

ン

リ

ウ

ジ

力

イ

サ

ン

ト

ム

ナ

ツ

シ

ヨ

ム

ダ

ワ

シ

ン

モ

ノ

イ

キ

ク

ロ

ウ

シ

ナ

ル

シ

ロ

キ

ケ

行

平

ゴ

ト

ク

ナ

ツ

シ

ヨ

ホ

ン

メ

イ

フ

ン

ミ

ヤ

ウ

常
州
宇
宿
。
金
龍
寺
閉
山
ノ
時
ノ
納
所
。
無
道
心
者
ニ
テ
。
生
ナ
ガ
ラ
黒
牛
ト
成
。
白
毛
ニ
テ
書
タ
ル
ガ
如
。
納
所
ノ
本
名
分
明
ニ

ア

リ

ダ

イ

シ

ユ

ア

ワ

レ

イ

ヘ

ト

モ

タ

ス

ク

フ

ピ

ン

ヲ

タ

レ

マ

エ

タ

パ

シ

ヲ

シ

ヤ

ウ

カ

ノ

ナ

ツ

シ

ヨ

ヨ

ピ

キ

タ

有
。
大
衆
憐
ム
ト
雄
。
他
ヲ
済
フ
寸
ア
タ
ワ
ズ
。
不
敏
ナ
ル
カ
ナ
尾
ヲ
重
テ
。
前
ノ
田
ニ
走
ル
。
和
尚
彼
納
所
ヲ
呼
来
ラ
シ
メ
テ
。

イ

ツ

サ

ツ

ザ

グ

モ

ツ

ウ

一

チ

タ

マ

ウ

シ

ヲ

キ

レ

ヲ

チ

フ

夕

、

ソ

ウ

カ

タ

チ

ソ

ノ

ウ

シ

ヲ

ホ

ツ

ス

ナ

ツ

イ

マ

カ

ノ

テ

ラ

ア

ル

一
拶
シ
テ
坐
具
ヲ
以
テ
打
玉
ヘ
パ
。
午
ノ
尾
切
落
テ
。
再
ピ
僧
ノ
貌
ト
ナ
ル
。
共
牛
ノ
尾
挽
子
ト
作
一
ア
。
今
ニ
彼
等
ニ
有
也
。

（
巻
下
の
三
「
生
ナ
ガ
ラ
牛
ト
成
僧
ノ
事
付
馬
ノ
真
似
ス
ル
僧
ノ
事
」
第
二
話
。
架
蔵
の
寛
文
元
年
版
に
よ
る
）

ザ

ウ

シ

ウ

エ

ガ

ワ

ト

ヒ

ヤ

ヤ

エ

モ

ン

イ

フ

モ

ノ

ク

チ

ケ

ン

ド

ン

ム

ル

イ

七

ノ

シ

、

夕

、

ン

メ

イ

ト

シ

ク

リ

サ

ワ

ジ

ラ

ウ

エ

壬

ン

イ

フ

モ

ノ

江
州
越
川
ノ
。
問
屋
弥
右
衛
門
ト
云
者
。
愚
療
惇
貧
無
類
者
ナ
ル
ガ
。
死
シ
テ
三
年
目
正
保
四
年
亥
ノ
年
。
栗
浬
次
郎
右
衛
門
ト
云
者

ム

マ

コ

ウ

マ

イ

ヅ

ク

リ

ケ

シ

コ

ケ

モ

ジ

ボ

ソ

エ

チ

ガ

ク

ャ

エ

モ

ン

ア

リ

ゴ

コ

ク

ソ

シ

γ
ウ

ユ

ト

ミ

よ

マ

フ

モ

フ

ア

九

フ

ノ
。
馬
ノ
子
ニ
産
レ
出
ル
也
。
栗
毛
ニ
白
キ
毛
ノ
文
字
細
人
、
ト
。
越
川
弥
右
衛
門
ト
有
。
護
谷
和
尚
行
テ
見
玉
ニ
。
文
字
明
カ
ナ
ラ

ヨ

ク

ヨ

ク

ミ

レ

タ

シ

カ

カ

タ

リ

タ

マ

ズ
。
能
々
見
パ
健
也
ト
語
玉
フ
ナ
リ
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（
巻
下
の
十
六
「
死
後
馬
ト
成
人
ノ
事
付
牛
ト
成
人
ノ
事
」
第
二
話
。
同
右
）

右
二
条
口
、
転
生
の
理
由
等
の
面
で
若
干
状
況
設
定
二
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
牛
馬
の
体
に
転
生
者
の
姓
名
と
い
っ
た
説
話
の
構
造
そ
の

も
の
は
、
『
見
好
主
日
」
に
属
目
し
た
如
上
の
モ
チ
ー
フ
と
一
致
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
刊
行
順
序
を
問
題
と
寸
る
子
り
、
『
見
好
世
一
一
一
｜
↓
片
仮

名
本
の
ご
と
き
直
接
的
な
依
拠
を
考
え
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
し
、
ま
た
、

そ
の
逆
を
想
定
し
て
個
々
の
影
響
関
係
を
詮
索
す
る
つ
も
り

も
な
い
。
た
だ
、
注
視
し
た
い
の
は
、

か
よ
う
な
話
材
が
ひ
ろ
く
唱
導
界
に
口
論
さ
れ
伝
播
し
た
と
考
え
ら
れ
る
川
一
、
円
で
し
て
そ
れ
ら
が
、

か
た
や
仏
書
で
あ
る
『
見
好
主
同
一
に
文
字
化
さ
れ
る
と
同
時
二
、
仏
教
怪
異
小
説
の
源
流
ー
と
も
い
う
べ
き
片
仮
名
本
一
「
因
果
物
語
一
一
に
対
し

て
も
定
者
を
み
せ
た
点
で
あ
る
。
片
仮
名
本
に
と
り
込
ま
れ
た
因
果
附
は
読
み
物
性
の
ま
さ
る
平
仮
名
本
『
因
果
物
語
に
一
に
継
承
さ
れ
（
三
、



さ
ら
に
は
後
の
創
作
的
な
怪
異
小
説
へ
と
展
開
し
て
行
く
。
そ
う
し
た
、
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
唱
導
材
か
ら
文
芸
へ
の
橋
渡
し
的
役
割
を
果
し

た
と
こ
ろ
に
、
片
仮
名
本
の
意
義
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

J
悶
果
物
語
己
以
後
の
怪
異
小
説
に
日
を
移
す
と
、
畜
生
へ
の
転
生
が
説
法
話
材
と
全
く
違
っ
た
発
想
で
と
り
扱
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
気
付
く
。

た
と
え
ば
『
善
悪
報
は
な
し
』
巻
一
の
十
「
悪
念
の
も
の
う
し
に
生
る
〉
事
」
、
同
巻
二
の
二

「
女
房
死
し
て
馬
と
な

る
こ
と
し
は
、

お
の
れ
の
悪
逆
食
欲
故
に
牛
馬
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
者
の
現
報
を
措
く
が
、

じ
つ
は
両
話
と
も
、
中
国
明
代
の

『
迫
士
口
録
ι

を
和
訳
し
た

『
鑑
草
』
（
正
保
二
）
の
再
翻
案
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
（
川
）
、

従
っ
て

寸
正
保
年
中
の
比
」
（
巻
二
の
一
一
）
と
い
っ
た
年
次
や

「
此
は
な
し
は
三
州
の
人
か
た
ら
る
＼

い
つ
は
り
な
き
よ
し
し
（
同
）
な
ど
の
付
言
は
、

す
べ
て
本
邦
の
怪
異
附
に
仕
立
て
る
た
め
の
作
者

の
創
作
で
あ
り
、
極
め
て
形
骸
化
し
た
文
辞
で
し
か
な
い
こ
と
に
な
る
。
も
は
や
そ
こ
に
は
、
話
の
証
拠
正
し
き
こ
と
を
強
調
し
、
経
典
の

説
く
戒
禁
を
あ
ま
ね
く
ひ
ろ
め
ん
と
し
た
説
法
者
の
面
影
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、

そ
れ
は
唱
導
説
話
本
来
の
弘
法
精
神
の
喪
失
を
意
味
し
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よトフ。

」
の
よ
う
な
事
例
は

怪
異
小
説
に
流
入
し
た
唱
導
材
の
変
容
を
あ
ら
わ
す
と
と
も
に
、
〈
説
話
の
目
的
〉
に
お
け
る
両
者
の
基
本

的
相
違
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
一
、
六
道
絵
を
視
座
と
し
て

怪
異
小
説
と
仏
書
の
共
通
話
材
に
認
め
ら
れ
る
差
違
に
つ
い
て
、
い
ま
ひ
と
つ
の
事
象
を
と
り
あ
げ
た
い
。
寛
文
前
後
の
初
期
怪
異
小
説

『
曾
呂
利
物
語
』
（
刊
年
未
詳
）
の
最
終
章
巻
五
の
六
「
万
上
々
の
有
る
事
」
は
狩
人
の
分
別
を
一
章
の
一
ア

I
マ
と
す
る
。
そ
の
大
略
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

土
佐
の
国
に
「
み
の
庄
右
衛
門
L

と
い
う
猟
師
が
い
た
。
あ
る
日
、
山
中
の
沼
地
に
て
猪
を
撃
ち
と
ろ
う
と
待
ち
伏
せ
し
て
い
る
と
、



I；.外
山下件

ごず

ヵ：

「
蛙
」
に
食
わ
れ

そ
の

「
蛙
」
が
っ
蛇
」
に
の
ま
れ
、

な
め
く
じ

つ
い
に
は
そ
の
つ
蛇
L

も
「
括
蛤
L

に
殺
さ
れ
る
光
景
を
目
に
す

る
。
不
思
議
に
思
っ
て
見
ま
も
る
と
こ
ろ
に
目
当
て
の
「
猪
」
が
現
わ
れ
「
陥
愉
」
を
た
い
ら
げ
る
。

い
っ
た
ん
は
引
き
金
に
指
を
か

け
る
庄
右
衛
円
で
あ
っ
た
が
、
最
前
の
あ
り
さ
ま
に
心
付
き
「
あ
の
猪
を
打
ち
な
ば
、
又
何
者
か
あ
り
て
我
が
命
を
と
ら
ん
」
と
悟
っ

て
殺
生
を
や
め
る
。
す
る
と
虚
空
よ
り
「
掠
も
庄
右
衛
門
分
別
者
か
な
」
と
笑
う
芦
が
響
き
わ
た
っ
て
消
え
た
。

か

ま

き

り

せ

件

目
前
の
弱
肉
強
食
を
悟
入
の
契
機
と
す
る
話
型
は
、
浅
井
了
意
の
『
堪
忍
記
』
（
万
治
二
刊
）
巻
二
の
七
「
陸
郎
の
仰
を
と
る
事
」
に
も
あ

「
是
ハ
武
蔵

「
佐
伯
肱
院
を
狙
へ
ば
野
鳥
控
蚊
を
狙
ふ
L

に
〈
蝉
｜
カ
マ
キ
リ
l
烏
1

猟
師
V

と
い
う
殺
生
の
構
図
が
見
受
け
ら
れ
る
σ

こ
れ
ら
の
説
話
、
と

り
後
続
作
品
へ
の
素
材
提
供
が
考
え
ら
れ
る
。
町
】
品
目
呂
利
物
語
』
以
後
の
作
で
は
、
都
の
錦
口
］
御
前
御
伽
輝
子
門
ユ
（
元
禄
十
五
刊
）
巻
四
の
四

い
王
し
め

板
橋
に
て
道
心
者
う
し
ろ
を
か
へ
り
み
て
禁
と
す
る
事
L

、
お
よ
び
章
花
堂
口
u

金
玉
ね
ぢ
ぶ
く
さ
』
（
宝
永
元
刊
）
巻
二
の
一

を
見
過
ご
し
て
し
ま
う
寓
話
を
通
し
て
、
人
の
世
の
処
世
訓
を
語
る
こ
と
に
あ
っ
た
ら
し
い
。
知
識
的
言
説
で
知
ら
れ
る
都
の
錦
が
可
御
前
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く
に
元
禄
宝
永
の
二
書
に
つ
い
て
そ
の
主
題
を
考
え
て
み
る
と
、
ど
う
や
ら
作
者
の
眼
目
は
、
獲
物
に
心
を
存
わ
れ
る
あ
ま
り
我
身
の
厄
難

御
伽
輝
子
』
巻
四
の
四
の
結
び
に
当
節
批
判
の
付
言
を
設
け
て

是
に
付
て
分
別
あ
る
べ
し

ミ

し

ら

わ

今
世
間
を
見
る
に
前
な
る
利
欲
に
お
ぼ
れ
て
後
な
る
禍
を
忘
れ

は
た
あ
き
な
い

町
人
に
て
ハ
飛
商
、
是
比
白
我
を
忘
れ
た
る
者
な
り
、

心
に
任
せ
て
私
を
行
ふ
事
甚
多
し

武
家
に
て
ハ
出
頭
人
、

よ
く
／
＼
お
も
ひ
め
ぐ
ら
し
て

わ
ざ
ハ
ひ
身
に
及
ぬ
よ

う
に
分
別
あ
る
こ
そ
肝
要
な
れ

と
評
判
し
、

τ金
玉
ね
ぢ
ぶ
く
さ
』
の
作
者
が
「
人
は
前
に
欲
あ
り
で
は
後
に
来
る
禍
を
知
ら
ず
L

と
の
書
き
出
し
に
照
応
す
る
か
た
ち
で

然
れ
ば
世
の
諺
に
も
、
蜂
娘
蝉
を
狙
へ
ば
、
野
鳥
位
蚊
を
狙
ふ
と
も
云
へ
り
。
と
か
く
我
が
欲
す
る
事
あ
る
時
は
、
先
づ
其
の
す
す
の
邪

正
を
能
く
遠
慮
し
て
行
ふ
べ
き
こ
と
な
り



の
ご
と
く
僅
諺
に
の
っ
と
る
教
訓
を
垂
れ
た
の
は
、
そ
の
証
左
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
世
俗
的
教
訓
を
話
の
根
幹
に
す
え
る
叙
述
態
度

は
、
ま
さ
し
く
近
世
の
怪
異
小
説
が
仏
教
説
話
の
旧
套
を
脱
し
て
虚
構
性
の
濃
厚
な
読
み
物
に
転
換
す
る
道
筋
を
呈
し
て
い
る
。
な
ぜ
な

仏
教
的
教
誠
に
あ
る
と
み
な
し
得
る
か
ら
だ
。

た
と
え
ば
、

ら
、
そ
も
そ
も
こ
の
種
の
話
材
は
畜
生
道
の
厭
相
を
説
い
て
殺
生
を
戒
め
た
六
道
講
釈
を
説
話
発
生
の
淵
源
と
し
た
も
の
で
、

そ
の
骨
子
は

鎌
倉
期
の
浄
土
教
絵
画
に
つ
け
ば
、
滋
賀
県
・
聖
衆
来
迎
寺
の
六
道
絵
（
十
五

頗
）
の
ご
と
く
、

猪
を
射
る
狩
人
の
背
に
槍
の
穂
先
を
向
け
る
獄
卒
の
図
が
得
ら
れ
る
（
畜
生
道
図
）
。

お
そ
ら
く
こ
う
し
た
掛
図
を
前
に
殺

生
人
の
行
く
末
を
説
き
畜
生
道
へ
の
堕
獄
を
語
っ
た
絵
解
き
説
法
が
幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
、
人
々
の
心
に
六
道
世
界
の
風
景
を
焼
き
付

後
世
、

奈
落
の
様
相
を
叙
し
た
源

信
『
往
生
要
集
』
が
板
行
さ
れ
る
に
際
し
て
、
本
文
に
は
な
い

け
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
本
図
の
成
立
過
程
（
日
）
に
照
ら
し
て
も
想
像
に
難
く
な
い
。

〈蛙
l
蛇
l
猪
l
猟
師
｜
獄
卒
〉
の
図
様
が
近
世
板
本
（
天
保
版
、
左
上
図
）

天保14年版「鮫 往生要集」

（架蔵本）中巻・畜生道の事

に
画
き
加
え
ら
れ
た
の
は
、
そ
う
し
た
六
道
説
法
の
広
範
囲
な
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民
間
受
容
を
あ
ら
わ
す
事
象
と
い
え
よ
う
（
ロ
）
。

以
上
を
前
提
と
し
て
知
上
の
怪
異
小
説
に
た
ち
も
ど
る
な

ら
、
中
世
以
来
の
六
道
思
想
に
根
ざ
す
唱
導
説
法
の
殺
生
戒

が
、
日
常
生
活
に
密
着
し
た
近
世
特
有
の
人
生
訓
に
す
り
替
え

ら
れ
て
行
く
さ
ま
が

一
層
判
然
と
す
る
の
で
あ
る
。
教
誠
性
と

い
う
点
で
は
、
両
者
は
同
じ
局
面
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
け
れ

ど
、
教
誠
そ
の
も
の
の
内
実
に
考
え
及
ぶ
な
ら
、
そ
の
相
違
は

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。



三
、
可
西
鶴
諸
国
は
な
し
』
と
仏
教
説
話

説
法
話
材
か
ら
の
転
用
を
想
起
さ
せ
る
怪
異
請
は
、
西
鶴
作
品
の
な
か
に
も
求
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
西
鶴
諸
国
は
な
し
1

』
（
貞
享
二

刊
）
巻
四
の
四
「
驚
は
三
十
七
度
」
は
通
俗
仏
書
に
散
見
す
る
一
連
の
殺
生
人
遁
世
語
と
同
根
の
内
容
を
有
す
る
。
本
章
は
「
近
年
関
東
の
か

た
に
」
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
友
よ
び
雁
L

の
猟
法
を
枕
に
、
常
陸
鹿
島
の
猟
師
「
目
玉
の
林
内
」
と
妻
子
の
話
へ
と
つ
づ
く
。
林

内
の
女
房
は
、
毎
日
烏
の
命
を
奪
っ
て
暮
ら
す
夫
の
身
過
に
心
を
い
た
め
て
い
た
。

つ
れ
そ
ふ
女
房
は
、
や
さ
し
く
も
、
此
事
と
ま
れ
と
異
見
す
る
事
た
び
，
／
＼
な
れ
ど
も
や
め
ず
。
是
を
か
な
し
く
、
独
ね
ら
れ
ぬ
ま
〉

に
、
世
の
無
常
を
く
わ
ん
ず
る
時
、
寝
さ
せ
置
た
る
二
人
の
子
共
、
現
に
戸
を
あ
げ
て
、
び
く
ノ
＼
身
の
う
ご
く
事
三
十
七
度
也
ο

次

し
あ
は
せ

第
に
お
そ
ろ
し
く
な
っ
て
、
男
を
待
兼
る
に
、
夜
更
て
門
を
た
〉
さ
、
ゃ
れ
今
宵
は
仕
合
と
い
ふ
。
女
、
泊
を
流
し
、
幾
程
う
き
世
に

あ
る
べ
き
ぞ
。
む
く
ひ
の
程
を
し
り
た
ま
へ
。
今
夜
の
烏
の
数
、
三
十
七
羽
有
べ
し
。
中
烏
八
羽
、
大
鳥
三
羽
と
甲
。
龍
を
あ
け
て
見

よ
ろ
、
つ

る
に
、
し
め
烏
数
遠
は
ね
ば
、
林
内
横
手
を
う
つ
。
宵
よ
り
子
ど
も
が
お
ど
ろ
く
あ
り
さ
ま
を
語
れ
ば
、
身
ぶ
る
ひ
し
て
、
是
よ
り
寓

の
道
具
を
塚
に
つ
き
、
色
々
く
や
う
な
し
、
今
に
烏
塚
と
て
残
れ
り
。
（
古
典
文
庫
本
に
よ
り
句
読
点
を
補
う
）
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本
章
の
典
拠
に
つ
い
て
は
、

つ
と
に
江
本
祐
氏
に
よ
っ
て
天
和
四
年
成
稿
の
勺
古
今
犬
著
聞
集
』
巻

「
鶏
指
発
心
事
」
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
（
日
／
O

J
h
u

つ
レ
」
J
h
u

、
西
鶴
が
写
本
で
あ
る
『
犬
著
聞
集
』
を
傍
に
置
い
て
自
ら
参
看
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、

む
し
ろ
巷
間
に
伝
わ
っ

た
奇
聞
が
、

一
方
で
は
『
犬
著
聞
集
』
に
収
録
さ
れ
、

ま
た
一
方
で
は
西
鶴
の
耳
に
達
し
た
と
解
す
る
方
が
自
然
に
思
え
る
（
日
）
O

つ
ま
り

両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
天
和
前
後
の
日
時
に
取
材
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
（
行
）
0

そ
の
よ
う
に
考
え
て
き
て
に
わ
か
に
気
を
惹
く
の
は
、

ル

ト

ノ

ス

ヲ

ヲ

の
話
材
が
殺
生
戒
の
引
証
と
な
っ
て
仏
書
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
出
町
“
見
好
書
』
巻
下
「
妻
知
一
一
夫
殺
ν
烏
数
こ
は
そ
の
典
型
同
種



と
い
え
る
だ
ろ
う
。
本
文
は
こ
う
で
あ
る
。

ニ

リ

エ

サ

シ

ス

ヲ

ス

ト

江
府
有
一
一
餌
指
一
殺
v
烏
為
v
業、

有
v
子、

妻

或

向
v
夫
云
、

今
日
殺
鳥
敷
可
二
廿
七
一
夫
一
五
v
然
、
為
v
何
知
、
妻
云

決
覚
、
又
明

晩
云
、

ナ

ル

ト

リ

ト

今
日
可
二
三
十
一
一
夫
然
云
、

夜
入
夫
向
v
妻
云
、

チ

ル

ー

ス

ノ

ヲ

ナ

リ

ノ

カ

ニ

ン

ノ

ス

寸

カ

ア

ラ

ン

テ

ク

汝
知
一
一
殺
烏
数
一
千
高
不
審
、
夫
婦
中
何
陰
、
妻
一
階
云
、

比
一
子
一
日

ニ

ノ

ル

「

タ

ヘ

ア

カ

ム

レ

パ

ヲ

中
二
十
度
息
絶
赤
ν

面、

其
日
殺
烏
二
十
也
、

ナ

レ

パ

タ

ス

リ

一
十
一
度
又
殺
烏
三
十
一
也
、

以
v
之
考
、

一
不
v
差
、
夫
間
、
主
ハ
日
内
殺
生
道
具
悉

焼キ
捨子

ソ

リ

ヲ

剃
v
髪、
ヤ
W

ノ

シ

ヲ

ミ

ニ

ツ

ヲ

紘
一
一
身
於
墨
染
一
捨
v
世、

妻
又
成
v
尼
乞
食
滅
罪
於
常
願
、

七
歳
男
子
拾
一
一
無
紋
寺
門
前

寺
僧
拾
ν
之、

j

卜

伝
「
〆
尚
は

I
ぺh
a
E
V

，d’t
l

ニ

ニ

ハ

ナ

レ

パ

キ

ル

ト

事
一
一
偽
佑
（
誠
殺
生
十
悪
随
一
可
v
怖
事
也

す
る
。
加
え
て

こ
の
説
話
の
流
布
に
説
話
談
義
の
介
在
を
想
定
す
る
に
足
る
根
拠
と
し
て
、
『
見
好
宝
日
』
以
外
の
仏
令
官
に
も
モ
チ
ー
フ
を
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結
局
、
餌
指
夫
婦
は
発
心
遁
世
し
、
そ
の
子
供
も
僧
に
な
っ
た
と
の
結
末
に
は
、
戒
殺
・
滅
罪
を
勧
め
る
弘
法
者
の
口
吻
と
論
理
が
隠
見

共
有
す
る
殺
生
謂
が
認
め
り
れ
る
点
を
指
摘
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
宝
暦
四
年
の
序
践
を
も
っ
蓮
盛
の
よ
制
化
本
朝
新
因
縁
集
【
J

巻
二
「
殺

生
シ
テ
現
ニ
酬
フ
事
」
の
第
七
話
か
ら
は
、
左
の
類
例
が
得
ら
れ
る
。

ツ

ノ

ク

ニ

ア

ル

ヤ

マ

ザ

ト

リ

ヤ

ウ

シ

ザ

カ

カ

ヨ

カ

ア

キ

ウ

F

ア
ル
ト
キ
カ
ノ
リ
ヤ
ウ
シ

掻
津
国
或
山
里
ニ
猟
師
ア
リ
、
大
坂
ヨ
リ
通
ヒ
テ
是
ヲ
円
八
フ
商
人
ア
リ
ケ
リ
、
或
時
彼
猟
師
ガ
モ
ト
ニ
至
リ
テ
一

シ

ユ

ク

テ

ィ

シ

ュ

ト

リ

コ

ク

レ

カ

タ

テ

ツ

ホ

ウ

ア

子

市

ド

ハ

シ

ヂ

力

ト

コ

ロ

フ

シ

宿
シ
ケ
ル
ニ
、
亭
主
ハ
烏
打
テ
来
フ
ズ
ル
ゾ
ト
テ
、
暮
方
ヨ
リ
鉄
胞
ウ
チ
カ
ヅ
キ
テ
出
ケ
リ
、
商
人
ハ
端
近
キ
一
昨
ニ
臥
タ
リ
、
女
房
ト

コ

ド

モ

マ

イ

ネ

ウ

シ

パ

カ

リ

ア

ネ

コ

エ

ナ

キ

ヲ

ト

ロ

キ

子
共
二
人
ハ
一
間
ナ
ル
所
ニ
寝
タ
リ
、
丑
ノ
時
許
ニ
、
姉
ナ
リ
ケ
ル
八
歳
パ
カ
リ
ノ
者
、
二
戸
泣
テ
驚
ケ
レ
パ
、
母
カ
声
ニ
テ
、
ヤ

チ

、

メ

ト

リ

ト

リ

ネ

ア

キ

ウ

ド

ラ
父
ノ
雌
ヲ
捕
ケ
ル
ニ
コ
ソ
ト
云
テ
亦
寝
ニ
ケ
リ
、
商
人
ア
ヤ
シ
ク
思
フ
所
一
一
、
又
寅
ノ
剖
パ
カ
リ
ニ
、
弟
ナ
ル
五
歳
パ
カ
リ
ナ
ル

ヲ

リ

ハ

ナ

キ

ヲ

ト

リ

サ

キ

ネ

ヤ

ウ

ア

キ

ウ

ト

タ

ダ

コ

卜

子
、
イ
タ
ク
堅
レ
泣
ケ
レ
パ
、
母
、
マ
タ
父
ノ
雄
ヲ
打
タ
ル
ヨ
ト
云
テ
先
ノ
如
ク
寝
入
タ
ル
様
ナ
リ
、
商
人
、
徒
事
ニ
ハ
ア
ラ
ジ
ト
思

ト

リ

ウ

チ

ヨ
ク
烏
ヲ
打
ケ
リ



（ママ）

ヨ

コ

、

コ

ト

ヒ

オ

ホ

イ

ヨ

イ

ヨ

カ

ヘ

フ
テ
、
夜
明
テ
女
房
ニ
事
ノ
意
ヲ
問
ケ
レ
パ
、
女
房
、
フ
ツ
ニ
サ
ル
事
ハ
覚
ズ
ト
云
、
漏
ア
ヤ
シ
ク
テ
、
男
ノ
坂
ル
ヲ
待
テ
問
ハ
ン

ホ

ト

ア

ル

ジ

キ

ジ

ヒ

ト

ツ

力

ヒ

サ

ケ

ア

キ

ウ

ト

パ

ン

ジ

マ

ツ

ジ

セ

ツ

メ

ト

リ

マ

ヘ

オ

ト

リ

ト
ス
ル
程
ニ
、
主
、
雄
一
番
ヲ
提
テ
カ
ヘ
リ
ケ
リ
、
商
人
、
万
事
ヲ
サ
シ
ヲ
キ
、
先
烏
ヲ
ウ
チ
ケ
ル
時
節
ヲ
問
フ
二
、
雌
ハ
前
、
雄
ハ

ノ

チ

ネ

コ

ト

ジ

セ

ツ

マ

ッ

ク

ア

キ

ン

ド

カ

ン

ア

ル

ジ

ク

ダ

ン

ヲ

モ

ム

キ

タ

チ

マ

チ

ド

パ

イ

よ

ャ

ウ

ヤ

メ

シ

ユ

ツ

ケ

後
、
女
房
ノ
寝
言
ノ
時
節
ト
全
ク
同
時
ナ
リ
、
商
人
フ
カ
ク
感
ジ
テ
、
主
ニ
件
ノ
赴
ヲ
語
リ
、
忽
ニ
屠
買
ノ
業
ヲ
止
テ
出
家
シ
ケ

リ
ヤ
ウ
シ
フ
ウ

7

7

力

ス

午

ツ

ミ

カ

ア

シ

ヨ

ノ

ガ

レ

ヲ

ー

ナ

ジ

ィ

、

ム

ツ

ミ

ナ

リ

ム

ゲ

チ

カ

ッ

プ

ケ

レ
パ
、
猟
師
夫
婦
モ
深
ク
過
ツ
ル
罪
ヲ
悲
ミ
世
ヲ
遁
テ
、
三
人
同
ク
云
眠
テ
ワ
リ
ナ
キ
同
行
ト
ソ
成
ケ
ル
、
無
下
ニ
近
キ
支
ナ
リ
、
日
一
（

シ
一
一
知
レ
ル
者
ノ
モ
ノ
ガ
タ
リ
ナ
リ

所
を
摂
津
国
に
移
し
見
問
者
の
烏
商
人
を
加
え
る
な
ど
の
小
異
は
あ
っ
て
も
、

烏
を
獲
っ
た
時
節
に
妻
子
が
お
び
や
か
さ
れ
る
点
で
は

可
見
好
書
』

と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
く
、

等
し
く
現
報
を
ま
の
あ
た
り
に
し
た
者
た
ち
の
遁
世
を
付
与
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
な
い
。

か
か
る
説
話
の
伝
播
状
況
か
ら
推
し
て
、

あ
る
い
は
、

は
や
く
か
ら
こ
う
し
た
話
材
を
法
話
の
拠
り
所
に
し
て
持
ち
歩
い
た
唱
導
者
が
あ

っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
手
を
経
て
こ
の
種
の
話
が
民
間
に
知
れ
わ
た
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

h
J
ザりん、

そ
の
反
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対
に

す
で
に
民
間
に
流
布
し
て
い
た
殺
生
の
奇
談
が
唱
導
話
材
に
転
用
さ
れ
た
可
能
性
も
い
ち
お
う
考
え
ら
れ
る
よ
う
。

し
か
し

な

ら
、
民
間
説
話
の
集
で
あ
る
可
犬
著
聞
集
』
に
さ
え
烏
指
夫
婦
の
遁
世
が
描
か
れ
、

「
共
に
頭
を
お
ろ
し
発
心
修
業
の
身
と
な
り
し

道

因
縁
哀
也
」
（
め
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
（
前
掲
「
鶏
指
発
心
之
事
L

）
、
や
は
り
説
話
の
素
型
は
唱
導
者
の
管
理
下
に
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

し
か
る
に
、
説
法
の
場
を
離
れ
て
「
驚
は
三
十
七
皮
」
に
流
入
し
た
殺
生
請
は
、
教
誠
勧
化
の
た
め
の
唱
導
話
材
に
は
不
可
欠
な
発
心
語

的
側
面
、
す
な
わ
ち
罪
障
深
き
者
の
遁
世
を
捨
象
し
、
東
の
方
に
旧
蹟
を
と
ど
め
る
「
烏
塚
し
の
由
来
談
に
転
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
だ

見
ぬ
遠
国
の
奇
談
へ
と
変
貌
す
る
。
江
本
氏
に
よ
れ
ば
、
本
章
が
常
陸
鹿
島
を
舞
台
と
し
た
の
は
、
「
鹿
島
↓
か
ん
ど
り
（
雁
烏
）
」
（
『
類
船

集
』
）
と
い
っ
た
俳
譜
の
連
想
を
ふ
ま
え
た
場
所
設
定
と
い
う
（
げ
）
0

そ
う
し
た
西
鶴
の
作
為
に
、

唱
導
材
と
は
別
種
の
創
作
の
成
立
を
か
い

ま
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。



回
、
中
国
種
の
素
材
受
容

以
上
、
通
俗
仏
書
と
怪
異
小
説
の
共
通
話
材
を
み
て
き
た
が
、
最
後
に
そ
れ
ら
の
原
拠
に
中
国
系
統
話
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
殺
生
語
に

言
及
し
て
お
き
た
い
。

『
奇
異
雑
談
集
』

（
板
本
貞
享
四
刊
、

成
立
は
慶
長
十
四
年
以
降
と
も
）
（
同
）
は
全
般
に
仏
教
臭
の
強
い
怪
異
語
集
と
い
わ
れ
る
作
品
で
あ

る
。
編
述
に
東
寺
所
禄
の
僧
の
関
与
が
推
測
さ
れ
る
な
ど
（
円
）
、
仏
教
怪
異
小
説
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
位
置
に
あ
る
も
の
と
み
て
よ
か

ろ
h

フ。

そ
の
巻
四
の
七
「
三
条
東
洞
院
鳥
屋
末
期
に
頭
よ
り
雀
の
芳
生
出
る
事
し
は
時
を
明
応
年
中
、
所
を
京
と
し
て
、
浄
教
寺
の
僧
の
主
人

見
に
よ
る
鳥
屋
の
主
人
の
末
期
の
悪
相
を
記
す
。
か
く
の
ご
と
く
、
生
前
の
破
戒
の
た
め
に
死
し
て
頭
皮
に
「
雀
の
く
ち
ば
し
」
が
生
じ
妥
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を
剃
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
話
を
仏
書
に
求
め
る
と
、
た
と
え
ば
肥
後
の
僧
玉
山
而
編
（
却
）
の
可
本
朝
諸
仏
霊
応
記
』
（
享
保
三
刊
）
巻

カ
シ
ラ
ク
チ
パ
シ

上
の
九

J
校
生
の
報
井
飼
鳥
を
ナ
ま
じ
き
事
」
に
つ
烏
さ
す
も
の
死
る
と
き
頭
に
費
出
来
て
死
」
す
る
こ
と
が
あ
る
。
主
た
『
制
化
本
朝

新
因
縁
集
一
』
巻
二
の
つ
殺
生
シ
テ
酬
フ
事
」

の
第
六
話
に
は
、

同
様
の
話
が
延
宝
年
中
近
江
国
の
怪
異
誇
と
な
っ
て
み
え
て
お
り
ヨ
）
、

同

系
統
話
の
唱
導
話
材
と
し
て
の
性
格
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

一
方
、
こ
う
し
た
生
明
の
殺
生
哨
は
、
平
仮
名
本
『
因
果
物
語
二
百
一
の
十

二
「
堆
の
怨
念
人
に
つ
き
た
る
事
」
に
お
い
て
も
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
見
出
し
得
る
。

か
み

も
ろ
」
（
さ
に
も
、
庭
烏
の
卵
を
、
つ
ぶ
し
て
、
わ
が
子
の
髪
に
つ
け
て
、
髪
の
し
な
を
、

こ
ろ
し
け
る
に
、
後
に
、
其
子
の
首
に
、
庭
烏
の
く
ち
は
し
、
生
出
て
、
取
々
と
、
鳴
芦
お
リ
け
り
、
と
、
い
へ
り
、

か
は
る
こ
と
な
し
、
非
分
に
、

よ
く
せ
ん
と
ナ
、

た
び
ノ
＼
、

お
ぼ
く

生
と
し
い
け
る

J
H
U

の、

命
を
お
し
む
事
は
、

い
つ
れ
も
、

」
ろ
さ
ん
事
ハ
、

ム玄こレ」～山、

あ
は
れ
な
る
、

お
こ
な
ひ

や
、
よ
く
ノ
＼
、

つ
〉
し
む
へ
し



た
だ
し
、
右
に
引
い
た
箇
所
は
一
話
の
あ
と
に
添
え
ら
れ
た
付
話
の
部
分
で
、
平
仮
名
本
巻
一
の
十
三
に
対
応
す
る
片
仮
名
本
中
巻
三
十

二
の
こ
に
は
な
く
、

ど
う
や
ら
平
仮
名
本
編
者
の
了
意
（
幻
）
が
あ
と
か
ら
挿
入
し
た
評
一
一
昌
ら
し
い
。

本
文

中

日
百
一
に

「
も
ろ
に
も
」
云
々

と
あ
る
の
は
、
丁
の
変
わ
り
目
で
あ
る
こ
と
や
前
後
の
行
文
か
ら
判
断
し
て
つ
も
ろ
こ
し
（
清
士
）
L

の
誤
記
と
み
ら
れ
、
従
っ
て
慶
長
六
年

三
河
国
の
出
来
事
を
述
べ
た
前
半
部
本
話
の
本
朝
語
に
唐
土
語
を
配
し
た
結
構
と
み
て
よ
い
。
中
国
種
の
翻
案
物
仮
名
草
子
を
数
多
く
著
し

た
了
意
だ
け
に
、
多
分
こ
こ
も
和
漢
殺
生
諒
の
対
置
に
よ
る
構
成
で
あ
ろ
う
。

そ
う
と
す
れ
ば
、
か
か
る
生
明
君
は
中
国
系
説
話
の
移
入
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
漢
籍
の
唱
導
材
化
が
目
立
つ
通
俗
仏
書
を
閲
し
た
と
こ
ろ
、
序
文
に
「
異
朝
ノ
諸
籍
し
を
和
訳
し
て
「
善
悪

報
臆
ノ
珍
キ
因
縁
ヲ
書
集
」
め
た
こ
と
を
う
た
っ
た
慧
燈
編
『
臥
欄
勧
善
懲
悪
集
』
（
古
ナ
保
十
二
刊
）
に
よ
η

て、

平
仮
名
本
の
中
国
系
原
拠

が
『
弘
明
雑
伝
』
で
あ
る
こ
と
を
知
り
得
た
。

リ

ヤ

ウ

ド

キ

ニ

ハ

ト

リ

タ

マ

ゴ

シ

ロ

ミ

ト

リ

カ

ミ

ヒ

ム

お

り

モ

ト

又
梁
ノ
時
ニ
人
ア
リ
。
ツ
ネ
ニ
鶏
ノ
卵
メ
。
白
ヲ
取
一
ア
髪
ニ
ヌ
リ
。
光
ヲ
求
ム
。
日
日
ニ
求
テ
。

シ

力

ル

ヤ

マ

ヒ

ウ

リ

ン

ジ

ウ

タ

ダ

カ

ミ

ナ

力

力

マ

ヒ

ス

ニ

ハ

ト

リ

ヒ

ナ

コ

エ

ト

ー

ク

ー

リ

！

ナ
リ
。
然
ニ
病
ヲ
受
ケ
。
臨
終
ニ
但
髪
ノ
中
ニ
。
軟
シ
ク
数
千
ノ
鶏
ノ
雛
ノ
音
ヲ
間
ト
肺
訴

「
鶏
ヲ
殺
シ
テ
現
ニ
報
ヲ
得
シ
人
ノ
事
附
タ
リ
智
度
論
ノ
説
ヲ
引
一
ア
勧
」
、
東
洋
大
学
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
。

此
ヲ
ツ
ブ
ス
コ
ト
。

パ
カ
リ

凡
ソ
三
十
計
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巻

傍
線
筆
者
）

古
田
幸
一
氏
も
い
わ
れ
る
ご
と
く
（
ぎ
、
本
書
は

『
日
本
霊
異
記
』
や

『
今
昔
物
語
集
』
を
模
し
た
翻
訳
仏
教
説
話
集
で
、
内
容
は
す
べ

て
六
朝

t
明
代
の
漢
籍
（
冥
応
記
、
朝
野
余
載
、
幽
明
録
、

五
行
記
、
弘
明
雑
伝
、
報
応
録
、
捜
神
記
、
太
平
広
記
、
尚
友
録
等
）
に
も
と
づ

引
い
て

き
、
こ
れ
に
因
果
応
報
の
仏
典
を
ふ
ま
え
た
編
者
の
評
語
を
付
す
形
式
を
と
る
。
右
の

セ

ツ

シ

ョ

ウ

コ

ン

ゼ

ゴ

ゼ

イ

ロ

イ

ロ

ク

川

ノ

ウ

ウ

コ

レ

ヲ

亡

ヤ

ツ

「
殺
生
ノ
人
ハ
。
今
世
後
世
ニ
種
種
ノ
苦
痛
ヲ
受
ク
（
略
）
此
ヲ
思
ヒ
行
テ
殺
生
ス
ベ
カ
ラ
ズ
L

『
弘
明
雑
伝
円
』
所
収
説
話
の
場
合
に
は
、
知
日
度
論
を

と
説
く
が
、

こ
う
し
た
叙
述
形
式

は
、
ま
さ
に
唐
土
語
に
取
材
し
た
談
義
の
実
態
を
伝
え
る
資
料
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
な
ら

平
仮
名
本
の
『
弘

明
雑
伝
七
引
用
も
、
了
意
の
談
義
僧
と
し
て
の
唱
導
活
動
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
平
仮
名
本
が
片
仮
名
本
に
比
べ
、



よ
り
創
作
的
、
文
芸
的
要
素
を
も
っ
た
作
柄
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
反
面
、
平
仮
名
本
に
も
了
意
の
、

正
三
と
は
ま
た
違
っ
た
唱
導

意
識
、
布
教
態
度
（
そ
れ
は
仮
名
草
子
作
者
特
有
の
啓
蒙
の
姿
勢
に
近
い
が
）
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
他
、
漢
籍
の
翻
訳
も
し
く
は
翻
案
に
よ
る
唱
導
説
法
が
、
怪
異
小
説
の
背
景
に
存
し
た
と
み
な
し
得
る
事
例
は
、
平
仮
名
本
巻
五
の

六
「
は
ら
み
子
を
お
ろ
し
て
む
く
ひ
け
る
事
」
と
や
は
り
了
意
編
の
天
和
三
年
刊
『
仏
説
地
蔵
菩
薩
発
心
因
縁
十
王
経
注
解
』
（
『
仏
説
十
王

経
直
談
』
）
巻
十
三
の
十
二
「
堕
胎
応
報
事
実
」
（
宋
・
元
秀
の
話
「
附
文
書
カ
化
書
ニ
見
L

）
の
類
縁
性
や
、
町
善
悪
報
は
な
し
』
巻
五
の
五

ネ
タ
ミ
フ
カ
キ

っ
女
房
下
女
を
あ
し
く
し
て
手
の
ゆ
び
こ
と
／
＼
く
蛇
に
な
る
事
L

と
『
勧
善
懲
悪
集
』
巻
七
「
妬
深
女
佑
ノ
指
ヲ
キ
リ
舌
ヲ
キ
リ
テ
報
ヲ

得
ル
事
L

（
後
貌
・
社
日
日
の
妻
「
朝
野
余
載
」
）
の
説
話
連
関
に
も
う
か
が
え
る
。

こ
と
に
平
仮
名
本
巻
五
の
六
の
場
合
は
片
仮
名
本
に
不
掲

出
の
話
で
あ
り
、
前
出
の
生
噴
語
と
な
ら
ん
で
了
青
山
に
お
け
る
仏
書
と
怪
異
小
説
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
好
材
料
か
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み

に
、
こ
う
し
た
堕
胎
の
報
に
ま
つ
わ
る
怪
異
語
は
西
鶴
♂
懐
硯
』
（
貞
享
四
）
巻
四
の
三
「
文
字
す
わ
る
松
江
の
鈷
」
に
そ
の
虚
構
化
、
文
芸
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化
の
跡
を
た
ど
り
得
る
（
号
。

ま
た
、

了
意
『
堪
忍
記
』
（
万
治
二
年
刊
）
巻
七
の
四

「
王
勤
政
が
女
を
殺
し
て
む
く
ひ
け
る
事
し
の
原
拠
で
あ
る
（
お
）
台
抽
出
古
録
』
巻
八

「
王
勤
政
誘
奔
婦
不
果
為
鬼
所
随
L

も
よ
く
利
用
さ
れ
た
話
材
で
あ
っ
た
。
密
夫
の
姦
計
に
よ
っ
て
命
を
落
と
し
た
男
の
亡
霊
が
、
殺
人
者

の
背
後
に
影
の
ご
と
く
つ
き
ま
と
い
、
逃
亡
中
立
ち
寄
っ
た
旅
宿
の
者
の
目
に
う
ら
め
し
げ
な
姿
が
う
つ
る
と
い
っ
た
『
迫
古
録
』
の
趣
向

は
、
西
鶴
『
万
の
文
反
古
』
巻
玉
の
二

「
二
膳
居
る
旅
の
面
影
L

に
用
い
ら
れ
小
説
的
成
長
を
と
げ
る
が
、
別
の
系
路
で
は
、
『
合
類
大
因

縁
集
L

］
（
貞
享
三
刊
）
巻
七
の
二
十
四
「
完
鬼
随
一
一
犯
人
こ
に
収
め
ら
れ
て
説
法
話
材
と
な
り
、
さ
ら
に
浄
土
僧
必
夢
の
百
七
観
音
三
十
三
身

霊
験
紗
』

（
元
禄
八
）
、

下
つ
て
は
寛
政
九
年
刊
『
配
側
唱
導
材
』
上
巻
「
迫
吉
録
究
随
一
一
其
身
一
」
等
に
定
着
し
て
い
る
。

）
の
事
実
は
『
迫

吉
録
』
所
収
説
話
が
文
芸
と
な
っ
て
読
者
に
供
さ
れ
る
の
と
並
行
し
て
、
説
能
談
義
を
媒
体
と
し
て
彼
ら
の
耳
に
達
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て



い
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
播
の
様
相
は
、
単
に
怪
異
小
説
の
展
開
に
と
ど
ま
ら
ず
翻
案
物
の
基
盤
、
ひ
い
て
は
近
世
文
学
に
お
け
る
中
国
説
話

受
容
の
一
端
を
考
え
る
う
え
で
顧
み
る
べ
き
視
角
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

＊ 

以
上
、
俗
耳
に
入
り
易
い
殺
生
譜
を
め
ぐ
っ
て
部
見
を
述
べ
て
き
た
が
、
も
と
よ
り
こ
こ
に
掲
出
し
得
た
の
は
お
洋
た
る
説
話
の
海
か
ら

拾
い
上
げ
た
ほ
ん
の
ひ
と
に
ぎ
り
の
沙
石
に
す
ぎ
な
い
。
怪
異
小
説
の
唱
導
材
化
を
含
め
た
さ
ら
に
多
く
の
類
例
に
も
脈
及
せ
ね
ば
な
る
ま

い
し
、
近
世
の
怪
異
請
に
顕
現
す
る
廻
獄
語
、
蘇
生
語
、
墓
中
出
生
、
亡
婦
の
後
妻
う
ち
、
食
人
説
話
等
々
の
宗
教
的
土
壌
に
関
す
る
諸
問

題
を
考
究
す
る
必
要
も
生
じ
よ
う
。
本
稿
の
主
旨
に
付
帯
す
る
そ
れ
ら
の
事
象
を
め
ぐ
っ
て
三
ら
に
視
野
は
ひ
ろ
が
っ
て
行
く
。
（
未
完
）

［
注
記
］

（1
）
近
世
仏
書
（
勧
化
本
）
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
後
小
路
薫
氏
「
近
世
勧
化
本
刊
行
略
年
表
」
（
『
丈
宗
論
叢
』

（2
）
「
読
本
発
生
に
関
す
る
諸
問
題
L

（
可
近
世
小
説
史
の
研
究
』
所
収
）

（3
）
寸
仏
教
説
話
の
終
お
」
（
可
日
本
の
説
話
』

5
近
世
、
昭
和
五

O
年
、
東
京
美
術
）

（4
）
十
日
く
は
頴
原
退
璃
氏
「
近
世
怪
異
小
説
の
一
涼
流
」
（
口
JM諮
問
文
己
問
の
八
、
昭
和
二
二
年
四
月
）
。
戦
後
の
研
究
で
は
、
吉
山
幸
一
氏
「
近
此

怪
異
小
説
解
題
」
（
近
世
丈
十
一
五
資
料
一
二
、
昭
和
三
一
U
年
、
古
典
文
庫
）
、
槍
谷
昭
彦
氏
『
井
原
西
鶴
研
究
』
第
三
部
第
一
芋
「
諸
国
内
認
の
系
譜

と
伝
承
『
岡
果
物
語
一
て
こ
円
一
休
諸
国
物
語
己
（
昭
和
五
四
年
、
三
弥
井
書
店
）
が
こ
の
問
題
を
考
究
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
可
観
音
冥
応
集
』
（
宝
、
水
三
）
『
防
求
十
九
日
薩
、
感
応
伝
』
（
享
保
三
）
『
瑞
応
堕
露
集
』
（
享
保
一
六
）
、
一
新
撰
発
心
伝
L

（
天
文
一
一
）
、
な
ど

は
刊
午
に
近
接
す
る
実
兄
謂
を
多
く
引
一
社
と
し
て
い
る
。

注（
2
）
の
中
村
氏
論
汚
以
来
、
片
仮
名
本
を
正
三
法
話
の
忠
実
な
開
設
U

と
み
る
見
方
が
定
者
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
『
善
悪
報
は
な
し
nu

に
関
し
て
、
）
江
本
祐
氏
は
、
本
書
の
日
時
、
所
の
明
記
が
中
国
種
原
拠
の
翻
案
に
用
い
ら
れ
た
小
説
的
虚
構
で

あ
る
こ
と
を
論
証
さ
れ
た
（
口
J

苦
悪
識
は
な
し
小
芳
午
、
勺
忠
一
碍
一
珠
山
叫
ん
口
一
日
本
正
予
の
伝
法
と
歴
史
、
昭
五
（
一
l

）
年
所
収
）

序
記
に
「
主
陽
猷
山
述
」
と
あ
る
。
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一
O
、
昭
和
五
五
年
三
月
）
が
あ
る
。

コ7 6 8 



（

9
）
 

（
叩
）

（
日
）
（
口
）

た
と
え
ば
片
仮
名
本
下
一
六
の
二

v

平
仮
名
本
巻
二
の
七
等
。

注
（
7
）
の
江
本
氏
論
考
。

大
串
純
夫
氏
っ
十
界
同
考
L

（
法
蔵
選
書
可
来
迎
芸
術
』
所
収
）
。

な
お
、
近
世
小
説
に
お
け
る
六
道
絵
の
受
容
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
熊
野
観
心
十
界
最
茶
経
管
見
1
1
1
近
世
文
芸
と
の
関
連
に
お
よ
ん
で
」
（
可
木
野

評
論
』
一
六
、
昭
和
六

O
年
三
月
）
に
若
干
の
考
察
を
試
み
た
。

「
西
鶴
諸
国
は
な
し
ー
伝
承
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

L
q伝
承
文
学
研
究
門
与
一
七
、
昭
和
五

O
年
三
月
）

こ
の
点
に
つ
き
、
西
鶴
の
『
犬
著
間
集
』
参
照
を
推
測
し
た
前
間
金
五
郎
氏
の
論
（
「
武
道
伝
来
記
の
事
実
と
虚
構
」
寸
文
学
』
昭
和
四
一
年
一

O

月
）
が
あ
る
が
、
た
だ
し
前
凶
氏
も
「
こ
の
点
（
筆
者
注
、
『
犬
著
間
佐
川
』
参
照
）
を
断
一
一
一
一
口
で
き
な
い
」
と
し
た
う
え
で
つ
一
歩
退
い
て
『
犬
著
間

集
』
記
載
の
巷
説
を
百
鶴
も
同
じ
く
耳
に
し
て
、
素
材
に
使
っ
た
と
ば
一
首
い
件
る
だ
ろ
う
L

と
結
論
さ
れ
た
。

百
鶴
が
口
問
に
取
材
し
た
こ
と
は
、
注
（
叫
）
の
ご
と
く
、
す
で
に
先
学
の
御
指
摘
に
詳
し
い
が
、
と
り
わ
け
口
承
さ
れ
た
仏
教
説
話
の
享
受
に

ふ
れ
た
宗
政
五
十
緒
氏
の
説
（
「
西
鶴
と
仏
教
説
話
」
『
文
学
F

』
昭
和
四
一
年
四
月
）
は
、
本
稿
の
論
旨
を
考
え
る
際
関
連
を
も
っ
。

引
用
は
京
都
大
学
問
主
館
蔵
の
写
本
に
よ
る
。
な
お
『
犬
著
間
集
『
』
半
径
一
の
話
は
仏
書
の
所
載
説
話
と
ほ
と
ん
ど
内
容
が
一
致
す
る
。

注
（
日
）
の
江
本
氏
論
考
。

太
刀
川
清
氏
「
奇
異
雑
談
集
・
成
立
考
L

（
信
州
大
学
『
か
り
ば
ね
』
一
、
昭
和
三
二
年
二
月
）
。

冨
士
昭
雄
氏
「
奇
異
雑
談
集
の
成
立
L

（
『
駒
沢
田
文
』
九
、
昭
和
四
七
年
五
月
）
。

各
巻
巻
頭
に
「
肥
後
州
求
化
幻
人
玉
市
編
輯
し
と
み
え
る
（
東
洋
大
学
蔵
本
等
）
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
は
病
臥
中
に
烏
鳴
の
難
を
、
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

引
用
は
『
仮
名
草
子
集
成
ι
四
に
よ
っ
た
。

平
仮
名
本
を
了
意
の
編
述
と
す
る
見
方
は
坂
巻
甲
太
氏
可
仮
名
草
子
新
孜
』
（
昭
和
五
三
年
、
笠
間
書
院
）
、
同
氏
「
了
意
怪
異
小
説
試
論
（
そ
の

一）
L

（
『
就
実
論
叢
』
一

O
、
昭
和
五
五
年
）
、
江
本
祐
氏
「
『
囚
果
物
語
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題
片
仮
名
本
検
討
を
通
し
て
」
（
守
大
妻
国
文
』

一
一
、
昭
和
五
五
年
三
月
）
に
う
か
が
え
る
。

「
勧
善
懲
悪
集
に
つ
い
て
ー
霊
異
記
・
今
廿
物
語
集
の
先
脱
た
る
異
朝
説
話
の
翻
訳
集
と
し
て
の
」
（
東
洋
大
学
立
文
学
論
藻
b

二）

一
懐
硯
己
の
、
魚
腹
に
嬰
児
殺
し
を
犯
し
た
親
の
名
が
表
れ
る
と
の
描
写
は
、
本
稿
第
二
節
に
と
り
あ
げ
た
殺
生
人
転
生
語
（
司
見
好
令
官
』
等
）
に
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14 13 15 （
泊
）

（
げ
）
（
同
）
（円）
（
却
）

（
引
）
（泣）
（お）25 24 
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か
か
わ
り
を
有
す
る
。

小
川
武
彦
氏
「
棋
忍
記
の
出
典
上
の
一
・
一
一
」
（
寸
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
一

0
・
二
一
）

三
人
反
十
日
』
の
直
接
の
典
拠
と
し
て
♂
恥
忍
記
』
を
挙
げ
る
前
田
金
五
郎
氏
の
説
（
「
西
鶴
題
材
小
考
L

F

語
丈
』
七
輯
）
と
、
む
し
ろ
一
「
吋
合
類
大
因

縁
集
』
七
の
二
四
の
方
が
近
い
と
す
る
井
上
敏
幸
氏
の
指
摘
（
「
西
鶴
文
学
の
世
界
中
国
文
学
と
の
か
か
わ
り
へ
講
昨
一
日
本
文
学
E

西
鶴

上
b

、
昭
和
五
三
年
、
玉
文
堂
）
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
近
代
作
家
の
作
品
で
は
岡
本
締
堂
「
木
什
の
旅
人
」
も
同
系
説
話
で
あ
る
。

『
辿
士
口
録
』
の
話
が
『
A
n
類
大
因
縁
集
』
に
と
ら
れ
た
こ
と
は
明
治
書
院
可
対
訳
西
鶴
全
集
』
一
五
の
「
万
の
文
反
十
日
L

巻
五
の
二
補
注
（
宵
士
氏
）

に
あ
る
。

点
閃
果
物
語
』
の
話
が
仏
引
い
に
転
用
さ
れ
た
事
例
に
関
し
、
先
に
拙
稿
「
『
因
果
物
語
』
蛇
道
心
説
話
を
め
ぐ
っ
て
引
導
と
文
芸
の
問
L

（『近

世
文
芸
』
四
三
、
昭
和
六

O
年
一
一
月
）
に
部
見
を
述
べ
た
。

28 29 〔
付
記
〕

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
資
料
の
閲
覧
を
許
さ
れ
た
各
国
主
館
・
研
究
室
の
皆
様
に
深
謝
中
し
工
げ
ま
す
。
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